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「はねれんだより」について[川崎市]

工事の状況

現場からご挨拶[五洋JV]

平素より、本市行政にご理解とご協力を頂き、誠にありがとうございます。
羽田連絡道路は、羽田空港を中心とした世界につながる成長戦略拠点の形成を支える
インフラとして、このたび、工事に着手しました。
この工事について、地域の皆さまや企業の方々に、より一層ご理解を頂けるよう「はね
れんだより」（羽田連絡道路だより）を年４回の頻度で発行することといたしました。
この「はねれんだより」を通じて、工事の状況やお知らせなどを出来るだけわかりや
すくお伝えしてまいりたいと考えておりますので、ご愛読いただければ幸いに存じます。 小林室長

平素より羽田連絡道路の工事についてご協力いただきまして誠にありがとうございます。
このたび、この道路を施工するとなりました五洋・日立造船・不動テトラ・横河・本間
・高田共同企業（五洋ＪＶ）で総括責任者しております森でございます。多摩川の第一橋
となる羽田連絡道路の工事を担当することとなり光栄に思っております。今後、皆様のご
理解・ご協力を得ながら安全に工事を進めていたいと思いますのでご協力のほどよろしく
お願いいたします。
今後、この「はねれんだより」を通じて皆様に工事の進捗状況をなどの情報発信をして
いきたいと思ってます。
近隣の皆さまになるべくご迷惑をかけないよう、皆様のご意見をいただきながら安全第一で工事
を進めていきたいと思っておりますので、今後とも、ご理解、ご協力のほどよろしくお願いいたします。

五洋JV 森

平成29年11月現在、工事用船舶の航行ルート
を確保するため、多摩川河口部の浚渫を行ってい
ます。また、新しい道路を造るため、現況の道路
の撤去を行っております。
今後も引き続き、工事の状況については、「は
ねれんだより」で、適宜、ご報告いたします。

浚渫状況

川崎側におきましては新たに道路をつくるため、
9月24日よりキングスカイフロント内の市道殿町
３９号線の一部を通行止めさせていただいており
ます。車両の転回場を設けておりますのでご協力
のほどよろしくお願いいたします。
また、施工ヤード内に、川崎市職員が常駐する
「羽田連絡道路建設事務所」及び、五洋ＪＶの
「現場事務所」を設置しております。ご意見やご
要望などございましたら、裏面に記載の連絡先ま
で、ご連絡ください。

お知らせ

撤去状況



お問合せ先

多摩川における干潟の保全回復計画及び環境モニタリング計画を策定しました

羽田連絡道路は多摩川河口部に位置し、周辺には河口干潟
が分布するなど豊かな自然環境が形成されております。
この工事において、干潟の一部を浚渫することから、「干
潟を戻す」ための取組や、多摩川の水質や動植物などの観察
について、有識者の指導・助言を頂きながら、計画を策定い
たしました。計画につきましては、ホームページにて公表し
ておりますので、ご覧ください。
今後、この計画に基づき、環境に配慮しながら工事を進め
てまいります。

起工式典を開催しました

工事説明会を開催しました

羽田空港と川崎市殿町を結ぶ羽田連絡道路の工事に先立ち、9月３０日（土）に起工式典を開催しました。
当日は、神奈川県知事や大田区長をはじめ、国や羽田空港を中心に多摩川両岸で活躍される関係機関の
皆様や地域の方々のご臨席を賜り、まさに東京都と神奈川県両地域の重要なエリアの連携強化にふさわし
い式典となりました。
また、工事の安全を祈願して、主催者及び来賓の代表者15名による鍬入れが行われました。

殿町地区での説明会の様子（殿町小）

工事の着手にあたり、９月14日（木）
に川崎市立殿町小学校、10月13日（金）
に大田区立羽田小学校において、工事説
明会を開催いたしました。
説明会には、合わせて約100名の地域
の皆さまにご出席いただき、工事の手順
及び内容や、実施にあったての環境対策
などについて、ご説明させていただきま
した。

川崎市建設緑政局広域道路整備室
羽田連絡道路建設担当
住所：川崎市川崎区殿町３丁目２５－２５
電話：０４４（２００）０４３６
FAX  : ０４４（２８８）３９７３
ホームページ：
http://www.city.Kawasaki.jp/530/page/000
0087143.html 

五洋・日立造船・不動テトラ・横河・
本間・高田共同企業体
住所：川崎市川崎区殿町３丁目２５－２４
電話：０４４（２０１）９３８１
FAX  : ０４４（２０１）９３８２
ホームページ：
http://www.poc-site.jp/kb/tonomachi/

多摩川河口干潟


